
◆今月の主な内容◆
　江戸城を築いた熱海の石～熱海市内石丁場遺跡･･････２
　庁舎前駐車場のご利用案内･･･････････････････････８
　健康診査・市民検診が始まります･･･････････････････９

４月15日に執り行われた伊豆山神社例大祭の御神幸。
４基の神輿が、下宮までの664段の急な石段を勇壮な氏子の皆さんによっ
て、担がれていきました。古来よりこの石段を神輿を担いて下っていたの
だと、先人に思いをはせる風景でした。

厳かに　伊豆山神社例大祭
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熱海市指定文化財「有馬玄蕃石場の標識石」（中張窪・瘤木石丁場遺跡）
『是ヨリにし　有馬玄蕃　石場　慶長十六年　七月廿一日』と刻まれている

文化交流室
☎0557（86）6234

～熱海市内石丁場遺跡～～熱海市内石丁場遺跡～
江戸城を築いた熱海の石江戸城を築いた熱海の石
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江
戸
時
代
の
伊
豆
地
方
で
は
採
石
場
の

こ
と
を
石
丁
場
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

「
丁
場
」
と
は
本
来
、
作
業
現
場
と
い
う

意
味
で
「
石
丁
場
」
と
は
石
を
割
っ
た
り
、

加
工
し
た
り
し
た
場
所
の
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
熱
海
市
は
、
火
山
の
恩

恵
で
温
泉
に
恵
ま
れ
、
い
に
し
え
よ
り
多

く
の
文
人
墨
客
が
訪
れ
、
日
本
の
歴
史
の

中
で
少
な
か
ら
ぬ
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
火
山
の
恩
恵
に
よ
っ
て
、

全
国
有
数
の
良
質
な
石
材
の
産
地
と
い
う

別
の
一
面
も
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
江
戸
に
幕
府
が
置
か
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
熱
海
を
含
め
た
伊

豆
の
石
は
、
当
時
の
世
界
最
大
都
市
、
人

口
百
万
人
を
超
え
る
大
江
戸
八
百
八
町
の

基
盤
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

中
で
も
徳
川
幕
府
の
政
庁
で
あ
っ
た
江
戸

城
の
修
築
に
お
け
る
伊
豆
の
石
の
関
わ
り

は
大
変
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

江
戸
城
の
修
築
は
、「
公
儀
普
請
」
で

諸
大
名
た
ち
を
財
政
的
に
疲
弊
さ
せ
る
と

と
も
に
、
日
本
史
上
最
大
の
城
郭
を
造
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
天
下
人
」
が
誰
で
あ
る

か
を
知
ら
し
め
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
づ
く
り

と
い
う
徳
川
幕
府
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
し
た
。
こ
の
大
規
模
な
工
事
で
作
ら
れ

た
江
戸
城
の
石
垣
の
ほ
と
ん
ど
は
、
熱
海

な
ど
で
採
取
さ
れ
た
伊
豆
の
石
を
使
っ
た

江戸城を築いた熱海の石江戸城を築いた熱海の石

と
考
え
ら
れ
、
約
百
万
個
の
石
が
工
事
に

動
員
さ
れ
た
大
名
た
ち
に
よ
っ
て
江
戸
ま

で
運
ば
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
石
材
を
切
り
出
し
た
遺
跡
が
熱
海

市
内
に
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

現
在
で
も
市
内
を
注
意
深
く
観
察
す
る
と
、

海
岸
や
山
、
あ
る
い
は
住
居
や
畑
の
石
垣

な
ど
あ
ち
こ
ち
で
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
よ
う
な

「
矢
穴
痕
」を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
石
は
、
安
山
岩
の
よ
う
な
硬
い

石
で
、
石
に
彫
っ
た
矢
穴
痕
に
鉄
製
の｢

矢｣

と
い
う
道
具
を
差
し
込
み
、
叩
い
て
石
を

割
っ
て
い
ま
し
た
。

　

伊
豆
が
採
石
地
と
し
て
選
ば
れ
た
理
由

は
、
比
較
的
近
距
離
で
、
水
上
輸
送
の
便

が
よ
く
、
そ
し
て
石
垣
と
し
て
の
石
材
の

質
が
す
ぐ
れ
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
の
石
丁
場
遺
跡
の
特
徴
は
、
西
相

模
か
ら
伊
豆
半
島
北
の
海
岸
部
に
広
が
る

大
規
模
な
遺
跡
群
で
あ
る
こ
と
、
刻
印
と

呼
ば
れ
る
石
材
に
刻
ま
れ
た
印
が
多
種
多

様
に
確
認
さ
れ
、
し
か
も
文
字
刻
印
が
多

く
、
比
較
的
文
献
資
料
や
絵
画
資
料
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

刻
印
と
は
石
材
に
刻
ま
れ
た
印
や
文
字

で
、
石
丁
場
遺
跡
に
お
け
る
刻
印
は
所
有

権
や
採
掘
権
の
ほ
か
に
、
そ
の
境
界
を
表

し
た
り
、
作
業
工
程
の
確
認
な
ど
、
採
石

作
業
の
た
め
の
様
々
な
意
味
を
表
し
て
い

ま
す
。

　

熱
海
市
内
で
は
現
在
ま
で
に
88
種
以
上

の
刻
印
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
特
に
中

張
窪
・
瘤
木
石
丁
場
と
白
子･

地
獄
沢
石

丁
場
だ
け
で
57
種
（
重
複
含
む
）
で
、
市
内

全
域
の
６
割
以
上
と
な
る
圧
倒
的
に
多
く

の
種
類
と
多
数
の
刻
印
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
し
、極
め
て
珍
し
い
も
の
と
し
て
「
羽

柴
・
有
馬
・
浅
野
」
な
ど
の
人
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も「
慶

長
」
の
年
号
が
確
認
で
き
る
の
は
、
現
在

熱
海
市
内
だ
け
な
の
で
す
。

 　

熱
海
市
内
の
石
丁
場
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
泉
地
区
に
４
カ
所
、
伊
豆
山
地
区
に
４

カ
所
、
熱
海
地
区
に
３
カ
所
、
多
賀
地
区

に
９
カ
所
、
網
代
地
区
に
５
カ
所
、
初
島

地
区
に
２
カ
所
の
合
計
27
カ
所
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

 　
　

 

〜　

泉
地
区　

〜

嶽
山
石
丁
場
、
奥
平
沢
石
丁
場
、

黒
崎
石
丁
場

　

現
在
の
と
こ
ろ
泉
地
区
で
は
遺
跡
と
し

て
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
千
歳
川
の
河

口
に
集
ま
っ
た
石
材
を
描
い
た
絵
図
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
嶽
山
は
国
会
議
事

堂
の
石
材
の
候
補
に
も
な
り
ま
し
た
。

 　
　

 

〜　

伊
豆
山
地
区　

〜

大
洞
Ⅰ
石
丁
場
、
大
洞
Ⅱ
石
丁
場

　

伊
豆
山
の
大
洞
周
辺
で
み
か
ん
畑
や
山

林
の
中
に
は
矢
穴
で
割
ら
れ
た
石
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
近
代
ま
で

利
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
大
規
模
な

採
石
跡
も
あ
り
ま
す
。

稲
村
石
丁
場
、
礼
拝
堂
石
丁
場
、
岸
谷

　

稲
村
は
「
伊
豆
石
場
覚
」
で
京
極
丹
後

守
の
石
丁
場
と
な
っ
て
お
り
、
稲
村
集
落

▶　

矢
穴
痕
が
掘
ら
れ
た
石

　
　
　
　
　
　

 

（
中
張
窪
・
瘤
木
石
丁
場
遺
跡
）
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の
海
岸
部
に
は
『
丹
』
な
ど
の
刻
印
が
あ

る
石
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
中
に
あ

る
礼
拝
堂
石
丁
場
で
は
『
羽
柴
丹
後
守

け
い
長
九
年
』
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
刻

文
（
文
字
刻
印
）
や
京
極
家
の
家
紋
の
刻

印
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
紋
刻

印
は
岸
谷
の
集
落
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。

 　
　

〜　

熱
海
地
区　

〜

足
川
、
来
宮
神
社
境
内
、
熱
海
梅
園

　

熱
海
地
区
は
開
発
に
よ
っ
て
石
丁
場
の

跡
を
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
足

川
付
近
の
急
斜
面
地
や
、
来
宮
神
社
境
内

や
熱
海
梅
園
内
な
ど
わ
ず
か
に
矢
穴
痕
な

ど
が
あ
る
石
材
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

 　
　

〜　

多
賀
地
区　

〜

曽
我
浦
青
石
丁
場
、
白
石
丁
場

　

上
多
賀
の
北
部
の
海
岸
沿
い
で
は
凝
灰

岩
が
採
石
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
古
い
採

石
の
痕
跡
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
寛
永

八
年
の
古
文
書
に
「
青
石
」「
青
が
ん
ぎ
石
」

と
あ
る
の
で
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
採
石

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

上
多
賀
海
岸
、
上
多
賀
北
部
石
丁
場
群

　

国
道
１
３
５
号
沿
い
の
上
多
賀
園
地
に

は
「
千
人
石
」
と
呼
ば
れ
る
巨
石
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
頼
朝
一
杯
水
を

１
０
０
ｍ
ほ
ど
下
っ
た
あ
た
り
の
上
多
賀

北
部
石
丁
場
群
で
は
、
多
く
の
矢
穴
や
刻

印
の
あ
る
石
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

白
子
・
地
獄
沢
石
丁
場

中
張
窪
・
瘤
木
石
丁
場

　

上
多
賀
と
下
多
賀
境
の
山
間
部
を
中
心

に
広
が
り
、
熱
海
市
内
最
大
規
模
の
遺
跡

と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
刻
印
は
57
種

と
市
内
の
６
割
以
上
の
種
類
が
こ
こ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
『
是
ヨ
リ
に

し
有
馬
玄
蕃　

石
場　

慶
長
十
六
年　

七

月
廿
一
日
』『
慶
長
十
九
年
』『
羽
柴
右
近
』

『
浅
野
紀
伊
守
内　

左
衛
門
佐
』
な
ど
刻
文

が
日
本
国
内
で
も
っ
と
も
集
中
し
て
い
る

石
丁
場
で
す
。

中
野
海
岸
、
小
山
海
岸

　

小
山
臨
海
公
園
駐
車
場
横
に
６
点
の
刻

印
石
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
南
熱

海
マ
リ
ン
ホ
ー
ル
の
南
側
の
海
岸
で
も
矢

穴
痕
の
あ
る
石
材
が
あ
り
ま
す
。

南
ケ
洞
・
湯
ケ
洞
石
丁
場

　

南
熱
海
月
見
ケ
丘
分
譲
地
近
く
に
『
此

ノ
石
ヨ
リ
南
西　

京
極
丹
後
守
石
場
』
の

刻
文
が
あ
り
、
周
辺
に
も
多
く
の
刻
印
石

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

〜　

網
代
地
区　

〜

大
西
ケ
洞
奥
石
丁
場
、教
安
寺
奥
石
丁
場

　

網
代
地
区
の
谷
あ
い
に
あ
り
、
矢
穴
や

刻
印
の
あ
る
石
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

朝
日
山
石
丁
場
、弘
法
滝
石
丁
場
、屏
風
岩

　

朝
日
山
石
丁
場
は
朝
日
山
公
園
周
辺
に

あ
り
、『
た
』『
△
』
の
二
種
類
が
確
認
さ

れ
て
い
て
、「
聞
間
家
文
書
」
か
ら
黒
田

家
（
福
岡
藩
）
の
石
丁
場
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
弘
法
滝
石
丁
場
で
は
、
か

つ
て
大
村
家
を
示
す
刻
印『　

 

』を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 　
　

〜　

初
島
地
区　

〜

下
古
路
山
石
丁
場
、
松
崎
山
石
丁
場

　

島
の
北
東
と
南
西
に
あ
っ
て
、
下
古
路

山
石
丁
場
遺
跡
で
は
刻
印
石
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

 　

熱
海
市
の
平
成
25
年
度
主
要
施
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、「
石
丁
場
遺
跡
等
の
文

化
財
の
保
護
・
保
存
を
は
じ
め
、
文
化
施

設
の
整
備
・
活
用
、
多
文
化
共
生
や
文
化

活
動
の
促
進
、
地
域
文
化
の
継
承
と
振
興
、

地
域
の
活
性
化
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
文
化
庁
や
静
岡
県
の
指
導
、
支
援

を
受
け
、
近
隣
の
市
町
と
協
力
し
て
調
査

や
保
存
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

伊
豆
各
地
の
石
丁
場
遺
跡
は
村
の
有
力

者
が「
石
場
預
」を
大
名
家
よ
り
任
命
さ
れ
、

幕
末
ま
で
江
戸
城
の
普
請
再
開
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
石
丁
場
遺
跡
は
私
た
ち
の
祖
先

が
拝
命
し
て
４
０
０
年
以
上
の
間
、
大
切

に
守
っ
て
き
た
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
特
別
史
跡
（
国
宝
）
で
も
あ
る
江
戸

城
と
と
も
に
日
本
の
歴
史
・
文
化
を
考
え

る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で

も
あ
り
ま
す
。

　

石
丁
場
の
石
は
江
戸
城
の
礎
で
し
た
が
、

文
化
財
と
な
る
遺
跡
は
将
来
の
文
化
の
向

上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
す
。

　

熱
海
に
残
さ
れ
た
貴
重
な
宝
物
を
未
来

に
伝
え
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
い
く
か
、

専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（

写
真
は
田
畑
み
な
お
氏
撮
影
）

▲　『た』と刻印された石（朝日山石丁場）
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い 

の
か
み
な
い

さ   

え  

も
ん
の
す
け

こ
ぶ  

ぎ

こ
れ

じ  

ご
く 

ざ
わ
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江戸城を築いた熱海の石江戸城を築いた熱海の石

3

期間：７月２日（火）～９月１日（日）
場所：国立歴史民俗博物館（千葉県佐倉市城内町 117）
詳しくはホームページでご確認ください。
　　http://www.rekihaku.ac.jp/index.html

　千葉県佐倉市にある国立歴史民俗博物館において開催
される「時代を作った技－中世の生産革命－」に熱海市
や中張窪石丁場遺跡を保存する会が保管している石工道
具が出品されます。この機会にぜひご覧ください。

中張窪・瘤木石丁場遺跡出土資料が国立歴史民俗博物館で展示されます！

大洞Ⅰ

大洞Ⅱ

礼拝堂

岸　谷

曽我浦

熱海梅園

松崎山

下古路山

中野海岸

教安寺奥

上多賀北部

白子・地獄沢

南ケ洞・湯ケ洞

大西ケ洞奥

奥平沢
嶽　山

黒　崎

稲　村

足　川

白　石

朝日山

弘法滝

来宮神社境内

小山海岸

屏風岩

上多賀海岸

中張窪・瘤木

5
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今
月
の
俳
句
・
短
歌

（
熱
海
俳
句
人
協
会
・
熱
海
歌
人
協
会
）

花
は
葉
に
昭
和
は
遠
く
夢
二
の
繪

山
田
　
幸
子
（
小
嵐
町
）

一
山
の
動
き
出
す
ご
と
若
葉
風

山
田
　
幸
女
（
水
口
町
）

今
年
竹
十
二
単
の
帯
を
解
く

常
見
　
美
惠
子
（
上
多
賀
）

『
野
火
』
読
め
よ

『
武
器
よ
さ
ら
ば
』
も
味
は
へ
と

戦
か
た
ら
ず
兄
は
逝
き
た
り

市
川
　
淳
代
（
茅
ヶ
崎
市
）

短
歌
詠
み

書
に
親
し
み
つ
つ
花
活
け
る

今
な
お
懐
か
し
若
き
日
の
汗

今
野
　
勇
（
相
の
原
町
）

問
屋
街

文
房
具
店
を
廻
る
午
後

年
齢
不
詳
の
お
と
め
ら
溢
る

福
崎
　
享
子
（
三
島
市
）

4/4　

熱
海
中
学
校
入
学
式

4/4 　桃山小学校入学式　はじめての教室に少し緊張気味かな？

広
報
担
当

者
が 市 内 各 所 を 取

材
し

ま
し
た

since 1937

入園・入学
 おめでとう!!

最後の入学生を迎える小嵐中学校校舎 4/4　小嵐中学校入学式

　市内各幼稚園、小中学校において、入園、入学式が
行われ、新たな生活がはじまりました。
　なかでも、小嵐中学校では、最後の新入生45人を
迎え、「有終の美を飾るために納める　つなぐ」を
キーワードに掲げ、小嵐中学校の新年度がスタート
を切りました。
　新入生の皆さん、新たなステージでのご活躍を
応援しています。

め
ぐ
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ここに掲載しきれない写真は、熱海市ホームページ「広報取材日記」で公開しています。

3/30  子どもたちも夢中!!スーパーカーフェスティバル

4/10　熱海市功労賞表彰式典。永年にわたり、市政にご尽力いただいた
12名の皆さんに表彰状と徽章が贈られました。

熱
海
市
長
　
齊 

藤　

 

栄

「
頼
朝
と
政
子
」

69

　

最
近
、
伊
豆
山
神
社
が
恋
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
か
つ
て
こ
の

地
で
源
頼
朝
と
北
条
政
子
が
愛
を
育
ん
だ
こ
と
に

由
来
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
15
日
、
伊
豆
山
神
社
例
大
祭
の
神
幸
行
列

に
妻
と
と
も
に
、
頼
朝
と
政
子
の
衣
装
を
着
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
頼
朝
行
列
は
十
数

年
間
途
絶
え
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
地
元
の
皆
さ

ん
か
ら
の
お
誘
い
が
あ
り
、
伊
豆
山
神
社
が
頼
朝

と
政
子
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
受
け
し
ま
し
た
。

当
日
は
風
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
素
晴
ら
し
い
晴

天
に
恵
ま
れ
、
妻
も
「
大
変
光
栄
な
機
会
を
い
た

だ
い
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

神
幸
行
列
の
最
中
、
実
は
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
ク

シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
行
列
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、

境
内
の
階
段
を
下
り
て
い
る
時
に
、
私
の
か
ぶ
っ
て

い
た
烏
帽
子
が
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
、
は
る
か
眼

下
の
林
の
中
へ
落
ち
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
探
そ
う

に
も
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
見
え
ま
せ
ん
。
階
段
の
下

の
方
で
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
さ
ん
が
カ
メ
ラ
を
抱

え
て
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
す
。
途
方
に
暮
れ
て
い

ま
し
た
が
、
本
当
に
運
良
く
、
行
列
に
参
加
し
て
い

た
方
が
す
ぐ
に
見
つ
け
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
現
場
の
す
ぐ
横
に
は
、
空
を
飛
び
、
海
を

歩
い
て
渡
っ
た
と
言
わ
れ
る
修
験
道
の
開
祖
、
役

小
角
の
お
社
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
夫
婦
は
７
年

前
の
５
月
に
伊
豆
山
神
社
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し

た
。
ち
な
み
に
新
婚
旅
行
は
初
島
で
し
た
。
そ
ん

な
私
た
ち
に
対
し
て
、
役
小
角
が
神
通
力
で
か
ら

か
っ
た
に
違
い
な
い
と
私
は
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

159

4/3　あいにくの雨の中行われた丹那トンネル感謝祭4/19　道具への感謝をこめて・・・。　撥扇塚供養祭

え　

 

ぼ　

 

し

し
ゅ
げ
ん
ど
う

や
し
ろ

え
ん
の

お  

づ
ぬ

き  しょう

はっ せん づか

157



　
新
庁
舎
建
設
工
事
の
た
め
、平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で
熱
海
市
役
所
へ
の
出
入
口
が
1カ
所
の
み
と
な
り
、

来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、駐
車
場

の
収
容
台
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す（
軽
自
動
車
3
台
・
普
通
自
動
車
7
台
）。
市
営
初
川
駐
車
場
も
利
用
で

き
ま
す
が
、来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

庁
舎
前
駐
車
場
の
ご
利
用
案
内

問
い
合
わ
せ
　
管
財
室
　
☎
05
57
（
86
）6
18
0

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

軽
自
動
車
３
台

普
通
車
７
台

市
役
所
本
庁
舎

自
動
車
ル
ー
ト

伊
東
方
面

駐
車
場

収
容
台
数

軽
自
動
車

３
台

普
通
車
7
台

駐 輪 場

消 防 庁 舎

新
庁
舎
建
設
中

熱
海
駅
方
面

出
入
口

出
入
口
は

1
カ
所
の
み
と

な
り
ま
す
。

注
Ｕ
タ
ー
ン
ス
ペ
ー
ス

出
入
り
不
可
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健康診査・市民健診が始まります健康診査・市民健診が始まります
６月１日から６月１日から

　６月から各種健康診査が始まります。特定健康診査・健康診査は、身長・体重などの計測
や血液検査・尿検査などの基本的な健診です。病気を発見するためだけではなく、病気を
未然に防ぐための貴重な機会です。受診して健康管理に役立てましょう。
　また、市民健診は、がんなどの病気の予防、早期発見のための健診です。対象年齢に達
した人は、ぜひ、受診してください。

　医療保険者（国民健康保険・健康保険組合など）
が実施します。国民健康保険に加入している人に
は、受診券を５月下旬に市役所から郵送します。
　国民健康保険以外に加入している人は、各種加
入保険者から案内されますので、お勤めの会社な
どにお問合せください。

市民健康診査の対象者と自己負担
健診名

肝炎ウイルス検診
胸部・肺がん検診
喀（かく）たん検査
胃がん検診
大腸がん検診
前立腺がん検診
乳がん検診
子宮頸（けい）がん検診
骨粗しょう症検診
歯周疾患検診

40歳～65歳の５歳刻み
40歳以上
医師が必要と認める40歳以上の人
40歳以上
40歳以上
50歳以上 男性
40歳以上の偶数年齢 女性
20歳以上の偶数年齢 女性
40歳～70歳の５歳刻み
40歳～70歳の10歳刻み

無  料  
無  料  
400円
900円
310円
500円

1,000円
900円
370円
450円

対象者 自己負担

自己負担額（熱海市国民健康保険の人）
65歳以上 500円
65歳未満 市民税課税世帯  1,000円
 市民税非課税世帯 500円

特定健康診査  40歳～74歳

　静岡県後期高齢者医療広域連合が実施します。
受診券は５月下旬に市役所から郵送します。

４月から７月までに75歳になる人は、誕生日
から後期高齢者医療制度に医療保険が変更
となるため、市民健診受診券のみ５月下旬に
郵送します。健康診査受診券は誕生日月の約
２カ月後に郵送します。

自己負担額 500円

健　康　診　査75歳以上

市
民
健
康
診
査 

（
が
ん
検
診
な
ど
）

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
関
係
な
く
、
熱
海

市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
受
診

券
は
５
月
下
旬
に
市
役
所
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

　

各
検
診
の
受
診
期
間
や
実
施
医
療
機
関
な
ど

は
、
受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診
に
も
検
診
車
を
導
入
！

New
　

平
成
25
年
度
は
、「
子
宮
頸
が
ん
検
診
」

に
加
え
、
実
施
医
療
機
関
の
な
い
泉
地
区
・

南
熱
海
地
区
で
「
乳
が
ん
検
診
」
を
実
施

し
ま
す
。
た
だ
し
検
診
車
に
よ
る
検
診
を

受
け
る
た
め
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
対
象
者
に
対
し
て
５
月
下

旬
に
市
か
ら
郵
送
さ
れ
る
「
あ
た
み
検
診

ニ
ュ
ー
ス
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
助
成
拡
大
！

New
　

平
成
25
年
度
よ
り
、子
宮
頸
が
ん
検
診

を
熱
海
市
外
の
産
婦
人
科
等
で
受
診
し
た

場
合
も
、
費
用
の
一
部（
上
限
５
千
円
）が
助

成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
５
月
下
旬
に
対
象
者
に
対

し
て
市
か
ら
郵
送
さ
れ
る
「
あ
た
み
検
診

ニ
ュ
ー
ス
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
平
成
24
年
度
の
女
性
特
有
の
が
ん
の

　
　
検
診
は
、
乳
が
ん
検
診
の
医
療
機
関
増

加
や
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
に
検
診
車
を
導
入

し
た
こ
と
で
、
例
年
と
比
較
し
て
受
診
者
は

増
え
ま
し
た
が
、
県
下
で
も
っ
と
も
低
い
受

診
率
は
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

　
熱
海
市
で
は
、
女
性
が
健
康
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
街
を
目
指
し
、
受
診
機
会
の
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、こ
の
機
会

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※70歳以上・市民税非課税世帯・生活保護世帯などの人は自己負担が免除となります。

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
室
　
☎
0
5
5
7（
86
）6
2
9
4

け
い
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　各教室とも65歳以上の人が対象です。申
し込みは窓口または電話でお願いします。
募集人数を超えた場合は抽選を行います。

健康づくり室
☎0557（86）6294

FAX0557（86）6297

　風しんは、周期的に流行します。今年は
すでに例年の約２倍にのぼり、ここ５年で
最悪の状況です（４月末時点）。
　妊娠中（特に初期）に風しんに感染する
と、生まれてくる赤ちゃんの心臓や耳・目
に障害を引き起こす恐れがあります。
　今の流行で風しんにかかる人の８割は
20歳～40歳代の男性です。
　この年代の男性には定期予防接種がさ
れなかったため抗体がありません。周り
に感染させないためにも予防接種を受け
ましょう。

　身体の奥の筋肉を鍛え、正しいウォーキングの仕方を学びます。毎週
１回、全４回（６月７日、14日、21日、28日）の教室です。

　時間 ： 午前10時～12時 募集人数 ： 20人　
　場所 ： 南熱海マリンホール 申込期限 ： ５月31日（金）

①コアストレッチウォーキング

　筋力をつけてひざと腰の痛みを和らげます。ひざ痛腰痛の予防にも効
果的です。毎週１回、全４回（６月７日、14日、21日、28日）の教室です。

　時間 ： 午後１時30分～３時30分 募集人数 ： 20人　
　場所 ： 南熱海マリンホール 申込期限 ： ５月31日（金）

②ひざ痛・腰痛を楽にする教室

　専用の杖（ポール）を使って、身体への負担を減らしながら歩きます。
全２回（６月18日、25日）の教室です。専用の杖（ポール）のレンタルを
希望する人は、実費500円をご負担ください。

　時間 ： 午後１時30分～３時30分 募集人数 ： 20人　
　場所 ： いきいきプラザ 申込期限 ： ６月11日（火）

③ノルディックウォーク入門

　自分で出来るお手軽マッサージを学びます。毎週１回、全３回（６月12
日、19日、26日）の教室です。

　時間 ：  午後１時30分～３時30分 募集人数 ： 20人　
　場所 ： いきいきプラザ 申込期限 ： ６月５日（水）

④セルフマッサージ教室

健幸チャレンジ

けん こう

風しん予防接種の

一部を助成します

　今回の流行を受け、熱海市では
臨時措置として風しんワクチン
予防接種（任意接種）を実施します。

［対象］
　□妊娠を予定・希望する女性
　　　　　　　　  （20～49歳）
　□妊婦の夫（20歳以上）

［実施期間］
　６月１日～平成26年３月31日

［実施場所］
  熱海市内の指定医療機関

［自己負担］
  5,000円（差額は市が負担）

６月の
対象プログラム対象プログラム

健診を受ける、
運動をする、色々な
教室に参加で
ポイントGET!
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子どもの相談・健診（※個別通知あり）

◆乳幼児相談
　就学前のお子さん対象
　４日（火）・18日（火）
　午前９時30分～11時30分
　いきいきプラザ２階

◆ぴよぴよ教室
　平成25年２月・３月生まれ対象
　21日（金）
　午前９時30分～10時受付
　いきいきプラザ４階

◆４カ月児健診
　平成25年２月生まれ対象
　医療機関

◆７～８カ月児相談
　平成24年10月生まれ対象
　４日（火）
　午後１時～３時受付
　いきいきプラザ２階

◆10カ月児健診
　平成24年８月生まれ対象
　医療機関

◆２歳児歯科健診
　平成23年５月・６月生まれ対象
　13日（木）
　午後１時～２時受付
　いきいきプラザ２階

◆２歳６カ月児歯科相談
　平成22年11月・12月生まれ対象
　27日（木）
　午前９時30分～10時30分受付
　いきいきプラザ２階

両親学級（要予約）

◆両親学級③
　沐浴、オムツの当て方・着替えなど
　６日（木）
　午後１時30分～４時
　いきいきプラザ４階

エイズ検査および肝炎検査（要予約）

◆エイズ検査・肝炎検査
　20日（木）
　午前９時～11時15分
　熱海保健所 一般健康相談室

◆夜間エイズ検査（迅速検査）
　４日（火）・18日（火）
　午後５時～７時45分
　東部保健所 一般健康相談室
（沼津市高島本町 東部総合庁舎２階）

休日救急当番医
当日の当番医を火災・救急テレホンサービス
☎0557（81）9911でご案内しています。

出張がんよろず相談を開催出張がんよろず相談を開催

日時：６月 10 日（月）  午前 10 時～午後２時（受付９時 45 分から）
内容：調理実習 （豚しゃぶ ほか）  ランチ交流会
場所：いきいきプラザ４階 調理実習室
参加費用：900 円
募集人員：30 人
持ち物：エプロン、三角巾（バンダナ）、手ふきタオル
申込期限：６月７日（金）
申込方法：窓口または電話でお申し込みください。
主催：はつらつキッチン（熱海市健康づくり食生活推進協議会）

　男性料理教室では、家庭料理を中心に
さまざまな基本料理を作ります。
　今回は、暑い夏が来る前に暑さに負け
ない夏バテ防止メニューを紹介します。
　料理が苦手な方でも大丈夫。料理を作っ
て家族をアッと言わせたい人も、食べたい
メニューを自分で作れるようになりたい
人も、どうぞご参加ください！

男性料理教室 参加者募集
　　　　　　  あっさり “豚しゃぶ” で食欲増進

日時：５月 27 日（月）  午前 10 時～ 12 時 30 分
内容：安心、安全でおいしい！簡単！手作りお菓子 （水ようかん ほか）
場所：いきいきプラザ４階 調理実習室
参加費用：500 円
募集人員：30 人
持ち物：エプロン、三角巾（バンダナ）、手ふきタオル
申込期限：５月 24 日（金）
申込方法：窓口または電話でお申し込みください。
主催：はつらつキッチン（熱海市健康づくり食生活推進協議会）

　手軽に出来る、安心・安全な手作りお菓子
を作りませんか？
　お子さまのためや、突然のお客様に、
ちょっとしたおもてなしのお菓子です。
みんなで、簡単お菓子を作りましょう！

お菓子づくり教室  参加者募集

　専門スタッフが地域に出向き「出張がんよろず相談」を実施します。
相談を希望する人は、事前に電話で予約（先着５組まで）してください。
　日時：６月６日（木） 午後１時～４時
　場所：いきいきプラザ２階
　予約：５月13日（月）～31日（金） 午前８時30分～午後５時（土日除く）
　問い合わせ：静岡県立静岡がんセンターよろず相談
　☎ 055（989）5392
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・レクダンス（午後１時～）
　場所：いきいきプラザ
　　　　多目的会議室　

　三島年金事務所による、出張年
金相談を開催します。年金の受給
に関する相談や年金請求のお手続
きなどがありましたらご利用くだ
さい。なお、ご利用の際は予約が
必要ですので、保険年金室までご
連絡ください。
日時：７月３日(水)午前10時～
11時30分・午後１時～２時30分
場所：本庁舎４階Ａ・Ｂ会議室

　労働保険の概算・確定保険料お
よび石綿健康被害救済法の一般拠
出金の申告・納付は、６月３日か
ら７月10日までに、最寄りの金
融機関または静岡労働局、労働基
準監督署で行ってください。
　なお、申告書のみを提出する場
合は、７月10日までに静岡労働
局労働保険徴収課または労働基準
監督署へ提出して下さい。
　電子申請による申告・納付も可
能です。また、労働保険料などの
納付に大変便利な口座振替納付も
ご利用ください。
　詳しくは静岡労働局、または
三島労働基準監督署（☎055-986-
9100）へ。申告書の書き方につい
てはコールセンター☎0120-995-
986開設期間：５月27日(月)～７月
19日(金)午前９時～午後５時
※土日祝除く

可燃ごみ 約1,613 ㌧
その他 約  422 ㌧
合　計 約2,035 ㌧
対前年比 100.8 ％

人口 1人 1日排出量
熱海市　　約 1,686 ㌘
全　国　　約   976 ㌘
全国は22年度平均データ

人　口　　 39,287 人
　男　　　 17,783 人
　女　　　 21,504 人

世帯数 21,469世帯
人口前月比 －102人

労働保険料等の
　　　申告・納付はお早めに
静岡労働局　労働保険徴収課

☎054(254)6316

出張年金相談のお知らせ
保険年金室☎0557(86)6261

くらしのミニミニ情報

代金引換で支払わせる「送り付け商法」にご注意！

「送り付け商法」による被害に遭っていませんか？
　送り付け商法とは、消費者が注文していない商品を一方的に送り
付けてきて、代金を請求する販売方法です。
「電話で断ったにもかかわらず商品が送られてきた」
「買うとは言っていないのに商品が届いてしまった」など、
代金引換にて送られてくるため消費者に断る余裕を与えません。
　もし商品が届いてしまったら、下記のように対処してください。
○手元に送られてきた商品は、どこから何が送られてきたか確認。
○注文していない、身に覚えがない商品の場合は、受け取らず、代金
引換であっても代金を支払わない。また、配送業者の人に「身に覚え
のない商品なので、受け取れません」と、きっぱり断る。
○送られてくる予定がある商品は、家庭内で周知させておく。
　困ったときは、速やかに、市民協働推進室までご連絡ください。

平成25年度の市･県民税より、生命保険料控除の内容が改正されます｡

現行の「一般生命保険料に係る控除」および「個人年金保険料に係る控除」に加
え、平成24年１月１日以後に締結した保険契約等に係る控除から、介護保障･医療
保障を内容とする主契約または特約に係る支払い保険料等について、「介護医療
保険料に係る控除」が設けられます。計算方法は下記のとおりです。

3．新契約と旧契約の双方に保険料控除の適用を受ける場合の控除
控除の区分ごとに、それぞれ下記の計算方法があります。
イ　新契約と旧契約それぞれで計算した金額の合計額（限度額28,000円）
ロ　新契約のみで計算した金額（限度額28,000円）
ハ　旧契約のみで計算した金額（限度35,000円）

市民税室　☎0557(86)6142

統計情報 ３月末の人口 ３月のごみ量

◆消費生活相談◆　毎週(月)午後１時～４時
消費生活相談員が対応(それ以外は担当職員が対応)
市役所1階　市民協働推進室　☎0557(86)6197

１.平成24年１月１日以後に締結した保険契約等（新契約）に係る控除

※一般の新生命保険料控除、介護医療保険料控除、新個人年金保険料控除の合計で70,000円が限度額です。

支払保険料区分

一般の新生命保険料

介護医療保険料

新個人年金保険料

支払保険料の金額

12,000円以下

12,001円～32,000円

32,001円～56,000円

56,000円超え

控　除　額

支払保険料の金額

支払保険料の金額×1/2+6,000円

支払保険料の金額×1/4+14,000円

一律に28,000円

２.平成23年12月31日以前に締結した保険契約等（旧契約）に係る控除

※一般の旧生命保険料控除、旧個人年金保険料控除の合計で70,000円が限度額です。

支払保険料区分

一般の旧生命保険料

旧個人年金保険料

支払保険料の金額

15,000円以下

15,001円～40,000円

40,001円～70,000円

70,000円超え

控　除　額

支払保険料の金額

支払保険料の金額×1/2+7,500円

支払保険料の金額×1/4+17,500円

一律に35,000円
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　６月１日は、人権擁護委員法の
施行を記念し、毎年「人権擁護委
員の日」と定め、この日を中心に
人権思想の普及高揚のため各市町
村において特設人権相談所を開設
しています。
　熱海市においては、６月４日（火）
午前10時から午後４時まで、市
役所１階市民相談室で特設人権
相談所を開設し、人権擁護委員が
人権よろず相談を行いますので、
お気軽にご利用ください。

　平成25年度より熱海市では高
齢者の自動車運転事故の減少を図
ることを目的として、免許返納に
伴う運転経歴証明書交付手数料を
全額助成する事業を開始しました。
　助成対象は65歳以上の運転経
歴証明書を新規に交付希望する高
齢者で、熱海市民および熱海市を
証明書の住所とする人となります。
　助成は熱海警察署内の静岡県交
通安全協会熱海地区支部にて直接
扱っています。

　現在お使いの母子家庭等医療費
助成受給者証の期限は６月30日

　市民、市内企業、団体を対象に
心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱いな
どの救命講習会を実施します。大
切な命を守るため救急手当を身に
つけましょう。
講習日：７月６日(土)、
７月７日(日)、８月24日(土)
場所：福祉センター大広間
時間：午前９時30分～12時30分
対象：中学生以上の市内在住・
在勤・在学者
定員：各30人（先着）
※申込方法・期限など詳細はお問
い合わせください。

　熱海市文化団体連合会では、加
盟各団体を一同に集め、日頃の勉
強の成果を披露するために、総合
発表会を開催します。
　大勢の皆さんの来場をお待ちし
ています。
【展示部門】
日時：６月１日(土)午後１時～
４時、２日(日)午前９時30分～
午後４時、３日(月)午前９時30
分～午後３時
場所：起雲閣ギャラリー　　　　
【発表部門】
日時：６月１日（土）
・音楽（午後１時～）
　場所：起雲閣音楽サロン
・民謡＆フラダンス（午後１時～）
　場所：マリンホール中ホール

までです。現在、受給者証をお持
ちの人には６月初旬までに更新の
お知らせを送付しますので、６月
21日までに子育て支援室にて更
新のお手続きをお願いします。
　母子家庭医療費助成制度は、前
年の所得税が非課税の母子家庭、
父子家庭等に助成される制度で
す。昨年、所得税課税のため該当
されなかった人についても、今回
該当となることもありますので、
詳細はお問い合わせください。

　６月１日～10日は電波利用環
境保護周知啓発強化期間です。電
波の利用にはルールがありますの
で、コードレス電話や特定小電力
トランシーバーなどの無線機器を
購入するときに
は、必ず「技適
マーク」が付い
ているか確認し
てください。
　また、外国規格のトランシー
バーは、防災行政用無線やテレビ
放送等に妨害を与え
るおそれがあり、
国内では使用で
きません。
問い合わせ先
総務省　東海総合通信局
◆不法無線局の相談
☎052(971)9107
◆テレビ等の受信障害の相談
☎052(971)9648

お ら せ知

第29回熱海市文化団体連合会
総合発表会を開催します

文化交流室☎0557(86)6234

下記の部分はお店・企業の広告枠です。

電波のルールを守りましょう
総務省　東海総合通信局

☎052(971)9107

健康は続けることから。だから  宅配でお届けします！
熱海市水口町11-38

TEL 0557-81-2120　FAX 0557-81-7291
富士牛乳株式会社

「人権擁護委員の日」
　　　特設人権相談所の開設

市民相談室☎0557(86)6073

高齢者運転経歴証明書交付
　　　手数料の助成について

長寿総務室☎0557(86)6336

母子家庭等医療費助成受給者
　　証の更新をお願いします
子育て支援室☎0557(86)6351

１日分の
カルシウムと鉄分

明治・森永・グリコ乳業特約店

リスクと戦う
乳酸菌

強さひきだす
乳酸菌

（乳飲料/180ml） （はっ酵乳/100ml） （はっ酵乳/85g） （はっ酵乳/100ml）

普通救命講習受講者募集
消防署救急係☎0557(86)6631

技適マーク

デ
ン
パ
君
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思い出
の
校学

中
熱海市立図書館
熱海市上宿町14－20　☎0557（86）6591
休館日・ブックバスの予定は15ページを
ご覧ください。

お勧めの新刊

〔桜ほうさら〕 一般書
宮部　みゆき／ＰＨＰ研究所

　上総国搗根藩で小納戸役を仰せつかる
古橋家の次男坊・笙之介。大好きな父が賄
賂を受け取ったと疑いをかけられ自刃。父
の汚名をそそぎたいという思いを胸に、江
戸で真相究明にあたる。人生の切なさ、ほ
ろ苦さ、人々の温かさが心にしみる物語。

〔ふかいあな〕 児童書
キャンデス・フレミング〔文〕、エリック・
ローマン〔絵〕、なかがわちひろ〔訳〕／
あすなろ書房

　カエルがトラからにげようと、走ってい
たらふかいあなにおっこちた。助けにきた
ネズミ、スローロリス、マレーグマ、みんな
そろっておっこちて絶体絶命！
　くりかえしが楽しい、最強の読み聞かせ
絵本。

　平成26年の合併に向けて、中学校時代の思い出とい
うことで、原稿依頼をいただいた。まさか！この年になっ
て、まるで当時の宿題のように作文を書かなくてはなら
ないとは…。自分の娘もこんな気持ちで宿題をしている
のかなぁと同情しつつ、断片的な記憶を必死につなぎ
合わせながら当時を振り返ってみる。なぜか最初に思
い出すのは校舎やグラウンドのことだ。きっと同じ思い
をもつ卒業生は大勢いるのではないかと思う。そして
僕らはその旧校舎（現西部コミュニティ広場）の最後の
卒業生だった。
　木造２階建てのオンボロ校舎。狭いグラウンド。体育
館もない。当時は何とも思わなかったが、今から考える
と信じられない学校生活を送っていたのだと思う。グラ
ウンドには男女のバレー・バスケ・テニス、そして女子
ソフトと７つの部活がひしめき合っていて、他のコート
にボールが転がっていかないように、入部した当時は、
球拾いも緊張の連続であった。中庭にはバトミントン部。
唯一卓球部だけが教室の机を片付けて室内で行って
いた。当然、雨の日は教室内練習となり、小学校時代は
「走るな」と言われていた廊下をミシミシと音を立てて
堂々と走っていた。また教室の窓ガラスが些細なことで
よく割れて、すぐガラスが入らない時は、木の枠にわら
半紙を画びょうで留めて過ごしていたような気がす
る。そんな学校だったが、中庭から見た校舎にはどっし
りとした安定感。木のぬくもり。人の心を和ませてく
れる優しさを感じさせてくれたことも覚えている。
　自分の母校が無くなってしまうという寂しさは、僕一
人ではなく卒業生皆が思っていることだと思う。時代の
流れや、これからの子どもたちのことを考えるとやむを
得ないと思うが、不備な環境で窮屈な思いをしながら
過ごした中学校生活は、便利な社会になっていく昨今、
僕にとって大変貴重な時期であったと思うし誇りに
思っている。

熱海中学校と小嵐中学校は平成26年４月１日に統合し
新生熱海中学校としてスタートします。ここでは、12回
にわたり両中学校の思い出を振り返ります。

第２回 心和む旧校舎
野田秀作さん

（小嵐中 昭和54年度卒）

さ　さい
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６月 June

◇市役所 (代表 ) ☎0557(86)6000
◇南熱海支所 ☎0557(68)2151
◇泉支所 ☎0465(62)2335
◇伊豆山出張所 ☎0557(80)2427
◇エコプラント姫の沢 ☎0557(82)1153
◇火葬場 ☎0557(81)2473
◇南熱海マリンホール ☎0557(68)4778

■火災情報・救急当番医の情報は
　火災・救急テレホンサービス ☎0557(81)9911
■学校・家庭・心の問題などの相談は
　ふれあい電話相談 ☎0557(81)8080

■市民相談　市民相談室 ☎ 0557(86)6073
　 行政相談 13:00 ～ 15:00
　 法律相談 (予約制 ) 13:00 ～ 16:00
　 消費生活相談 13:00 ～ 16:00
　 建築相談 (予約制 ) 13:00 ～ 16:00
　 人権よろず相談 13:00 ～ 16:00
　 特別人権相談 10:00 ～ 16:00

行

法

消

建

人

特

■福祉関係相談　福祉センター ☎0557(86)6335
　 身体障がい者相談会 9:30 ～ 11:30
　 知的障がい者相談会 10:30 ～ 12:00
　 精神障がい者憩いの場｢ぷらむ｣ 13:00 ～ 16:00
　 障がい者就労支援相談 10:30 ～ 12:00
　 身体障がい者「何でも相談」 13:00 ～ 15:00
　 精神障がい者相談会 10:00 ～ 12:00
　 高次脳機能障がい相談 10:00 ～ 12:00

身

知

ぷ

障

何

精

高

■福祉関係相談
　熱海健康福祉センター ☎0557(82)9120
　 こころの健康相談 (予約制 ) 13:30 ～ 15:00心

６月のブックバスかもめ号

4日㈫
18日㈫

5日㈬
19日㈬
　

6日㈭
 20日㈭

7日㈮
21日㈮

11日㈫
25日㈫

12日㈬
26日㈬

13日㈭
27日㈭

実施日
網代小学校
大縄公園
海光園
スルガケアサービス
上多賀会館
多賀小学校
泉小中学校
泉支所
桃山小学校
伊豆山中央バス停横
マルコシ酒店横駐車場
七尾団地集会場
伊豆海の郷前
伊豆山小学校

第二小学校

ひばりヶ丘団地下駐車場
第一小学校
緑ガ丘公園
相の原団地バス停上駐車場

多賀中学校生徒正面玄関前

ス テ ー シ ョ ン
13：15～14：15
14：45～15：30
13：00～13：30
13：45～14：15
14：30～15：00
15：15～16：00
13：00～13：35
13：50～14：20
15：10～16：00
10：00～10：30
10：45～11：15
13：15～13：45
14：00～14：45
15：00～16：00

12：30～13：30

10：00～10：50
13：00～13：40
14：00～14：35
15：00～15：35

12：40～13：30

時間

消身 図

マークの説明
■施設休館日
　　 図書館休館日 ☎0557(86)6591
　　 起雲閣休館日 ☎0557(86)3101
 　　マリンスパ休館日 ☎0557(86)2020
 　　熱海港海釣り施設休館日 ☎0557(85)8600
マ

起

釣

図

2 ㈰

熱海梅園初川清流ほたる観賞の夕べ（熱海梅園）※14日まで
ながはま特設市（長浜海浜公園）9：00～15：00※２日まで
●おはなし会（図書館）14：30～15：00

1 ㈯

第39回佐佐木信綱祭短歌大会（起雲閣音楽サロン）13：00～
●献血（市役所第２庁舎前）10：00～12：00、13：15～16：003 ㈪

特高

知
人消

心

心法

建

消
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図

図

行

行
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起

起

法

法

マ

マ

マ
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図

図

　　は各種相談会の開催日です。また、　　  は施設
の休館日です。相談会の種類、時間、場所および休館
施設名は頁左側の「マークの説明」をご参照ください。

日曜朝市（渚小公園）7：00～11：009 ㈰

日曜朝市（渚小公園）7：00～11：0023 ㈰

4 ㈫

8 ㈯

11 ㈫

5 ㈬

18 ㈫

21 ㈮
22 ㈯

29 ㈯
30 ㈰

26 ㈬

●製本教室（図書館）9：30～15：0020 ㈭

●製本教室（図書館）9：30～15：0027 ㈭

●製本教室（図書館）9：30～15：0013 ㈭

●熱海子育て支援センター「自由あそび」
（中央保育園）10：00～11：007 ㈮

●南熱海子育て支援センター「歯の磨き方教室」
（多賀保育園）10：00～11：0010 ㈪

●熱海子育て支援センター「新聞であそぼう」
（いきいきプラザ）10：00～11：3012 ㈬

●にこにこサロン「おたのしみ会」（親子ふれあいサロン）
　10：30～11：0014 ㈮

ながはま特設市（長浜海浜公園）9：00～15：00※16日まで
●おはなし会（図書館）14：30～15：0015 ㈯

●熱海子育て支援センター「おとうさんとあそぼう！」
（いきいきプラザ）10：00～11：3016 ㈰

●熱海子育て支援センター「シールで遊ぼう」（図書館）
　10：00～11：0025 ㈫

17 ㈪

19 ㈬

24 ㈪

●製本教室（図書館）9：30～15：00
●熱海子育て支援センター「ボールで遊ぼう」
（渚小公園）10：00～11：30

6 ㈭

●南熱海子育て支援センター「海あそび」（長浜海浜公園）
　10：00～11：00
●にこにこサロン「よみきかせ」（親子ふれあいサロン）
　10：30～11：00

28 ㈮

第31回紙感謝祭（起雲閣音楽サロン）13：00～15：00

各種相談日 施設休館日

15



納付には、便利な口座振替をご利用ください。

熱海市ホームページ http://www.city.atami.shizuoka.jp/　広報あたみラジオ放送ＦＭ熱海湯河原79.6MHz
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納期のお知らせ

５月31日(金)

■軽自動車税　　　　　　　　

【納税室】☎0557(86)6164～7

熱海梅園

ほたる観賞の夕べ
問い合わせ　観光推進室　☎0557（86）6195

　　名園「熱海梅園」内を流れる初川の清流に“ほたる”が舞います。
　初夏の宵、幻想的な世界をお楽しみください。
期間：平成 25 年６月１日（土）～６月 14 日（金）
場所：熱海梅園
時間：午後７時～９時（午後 8時前後が比較的よくご覧になれます）
※風の強い日や雨の日は、ほたるが見えにくくなります。

所要時間：約１時間 
利用方法：熱海市街（伊豆山の旅館エリアを含む）からタクシー
 ご乗車の際に「ナイト周遊プランで」と伝えてください。 
料　　金：小型車 4,500 円、中型車 5,000 円、特定大型車 7,000 円 
備　　考： ①午後 10 時から翌朝５時までは、ご利用になれません。
 ②南熱海地区（多賀、網代）発着のコースもございます。
 ※小型車 5,500 円、中型車 6,000 円、特定大型車 9,000 円

～「ほたる観賞の夕べ」開催期間中の特別企画～

光きらめく熱海　ナイト周遊プラン
清々しい初夏の夜、熱海の「光のスポット」を貸切タクシーで巡る
お得なナイト周遊プランです。

周遊する３つの光のスポット・・・
○熱海城前（東洋のナポリと称される熱海市街の夜景）
○熱海梅園（熱海梅園内の清流に舞うほたる）
○サンビーチ（月光をイメージしたサンビーチライトアップ）

ホストファミリー募集 文化交流室
☎0557（86）6233

★詳細はお問い合わせください★

受け入れ期間
８月20日～28日のうち、最短１泊２日から最長８泊９日

　平成25年８月に、熱海市の姉妹都市であるポルトガルのカス
カイス市から交流に訪れる青少年・若手職員の受け入れをして
いただけるホストファミリーを６月28日まで募集します。期間
中の食事と部屋（個室または同性との相部屋）を無償でご提供く
ださい。
　なお、期限内に定員に達した場合は締め切らせていただきます。
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